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二
〇
一
六
年
六
月
十
八
日
（
土
）

午
後
五
時
半
か
ら
昨
年
同
様
、
新
宿

南
口
か
ら
ほ
ど
近
い
眺
望
の
素
晴

ら
し
い
小
田
急
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
サ
ザ
ン
タ
ワ
ー
二
一
階
イ
ー
ス

ト
ル
ー
ム
で
第
十
八
回
総
会
・
懇

親
会
を
四
十
五
名
の
参
加
者
（
会
員

三
十
九
名
、
来
賓
六
名
）
に
よ
り
開

催
し
た
。

　

総
会
で
は
、
議
長
に
選
任
さ
れ
た

井
沢
常
任
幹
事
の
も
と
で
以
下
の
議

案
が
審
議
さ
れ
、
質
疑
応
答
を
経
て

可
決
承
認
さ
れ
た
（
報
告
：
佐
藤
幹

事
長
、
宮
崎
会
計
担
当
副
幹
事
長
）。

①
二
〇
一
五
年
度
事
業
報
告
並
び
に

決
算
報
告
に
つ
い
て
【
次
頁
別
表

１
】

　
（
会
計
監
査
報
告
：
藤
野
会
計
監

査
）

②
二
〇
一
六
年
度
事
業
計
画
（
案
）

に
つ
い
て

③
二
〇
一
六
年
度
予
算
（
案
）
に
つ

い
て

④
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
に

つ
い
て【
次
頁
別
表
２
】

⑤
会
則
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
副
幹

事
長
増
員
、
年
会
費
前
納
割
引
制

度
廃
止
）

　

懇
親
会
に
は
来
賓
と
し
て
中
央
大

学
か
ら
同
期
生
の
酒
井
正
三
郎
総
長

学
長
、
学
員
会
か
ら
久
野
修
慈
会
長

は
じ
め
相
場
有
二
白
門
四
五
会
支
部

長
・
年
次
支
部
協
議
会
代
表
幹
事
、

半
澤
勉
白
門
四
六
会
支
部
長
、
元
木

徹
四
七
白
門
会
支
部
長
、
山
崎
厚
太

四
九
年
白
門
会
支
部
長
に
ご
臨
席
頂

き
、
司
会
の
井
沢
新
副
会
長
よ
り
開

会
宣
言
後
、
中
央
大
学
校
歌
を
全
員

で
斉
唱
し
た
。

　

今
年
度
の
総
会
で
は
、
他
支
部
で

も
懸
案
事
項
で
あ
る
年
会
費
収
入
減

少
傾
向
を
見
直
す
た
め
の
規
約
改
正

が
承
認
さ
れ
た
が
、
山
口
会
長
か
ら

基
本
に
立
ち
返
っ
て
魅
力
あ
る
会
作

り
を
目
指
し
新
役
員
の
下
、
新
た
な

気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
な

ど
力
強
い
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
酒
井
総
長
学
長

か
ら
大
学
の
近
況
及
び
中
長
期
事
業

計
画Chuo V

ision 2025

な
ど
の
今

後
の
取
組
や
心
の
ふ
る
さ
と
の
よ
う

な
存
在
の
四
八
会
へ
の
想
い
な
ど
の

祝
辞
が
あ
り
、
学
員
会
久
野
会
長
か

ら
は
四
八
会
へ
の
力
強
い
激
励
の
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
。
相
場
四
五
会
支

部
長
の
発
声
に
よ
る
乾
杯
を
行
い
歓

談
に
入
っ
た
後
、
新
規
会
員
の
佐
藤

克
則
氏
、
遠
方
よ
り
仙
台
か
ら
三
澤

東
北
支
部
長
ご
夫
妻
、
長
岡
か
ら
石

坂
会
員
な
ど
の
自
己
紹
介
に
耳
を
傾

け
つ
つ
、
旧
友
達
と
思
う
存
分
語
り

あ
う
宴
と
な
っ
た
。

　

例
年
、
懇
談
す
る
時
間
が
少
な

い
と
の
こ
と
で
合
唱
団
は
お
休
み

し
、
佐
山
副
会
長
、
佐
藤
幹
事
長
に

よ
る
ク
イ
ズ
形
式
の
抽
選
会
を
行
っ

た
。
生
ま
れ
た
年
や
学
生
時
代
の
昭

和
四
四
年
～
四
八
年
当
時
の
出
題
で
、

歳
を
と
る
と
最
近
の
こ
と
は
忘
れ
る

が
、
昔
の
こ
と
は
よ
く
覚
え
て
い
る

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
正
解
率
は
ナ
カ

ナ
カ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
喜
ぶ
べ
き

か
ど
う
か
判
断
が
難
し
い
お
年
頃
で

は
あ
る
。
最
後
に
菊
田
副
会
長
リ
ー

ド
の
応
援
歌
、
エ
ー
ル
、
榎
本
副
会

長
閉
会
挨
拶
、
全
員
で
ニ
ッ
コ
リ
記

念
撮
影
を
し
て
お
開
き
に
な
っ
た
。

　

二
次
会
は
酒
井
総
長
学
長
や
神
戸

か
ら
横
田
前
幹
事
長
の
飛
び
入
り
参

加
で
、
二
十
五
名
が
年
齢
も
忘
れ
て

青
春
し
て
い
た
の
が
微
笑
ま
し
く
、

元
気
組
は
三
次
会
で
更
な
る
交
流
を

深
め
た
よ
う
で
あ
る
。
皆
さ
ん
の
若

さ
を
再
認
識
し
た
一
日
で
あ
っ
た
。

 

（
幹
事
長
・
佐
藤
愛
子
）
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第
26
回
グ
リ
ー
ン
レ
ガ
ッ
タ

長
（
理
工
・
戸
田
市
在
住
）

谷
川
孝
雄

　

グ
リ
ー
ン
レ
ガ
ッ
タ
は
昭
和
三
十

年
に
隅
田
川
で
行
わ
れ
た
第
二
四
回

早
慶
レ
ガ
ッ
タ
の
招
待
レ
ー
ス
と
し

て
行
わ
れ
た
東
京
経
済
大
と
中
央
大

と
の
レ
ー
ス
を
第
一
回
と
し
、
現
在

は
東
京
経
済
大
、
中
央
大
、
法
政
大

の
三
校
で
実
施
さ
れ
、
今
回
二
六
回

大
会
と
な
り
ま
す
。

　

四
月
三
十
日
に
開
催
さ
れ
た
グ

リ
ー
ン
レ
ガ
ッ
タ
は
気
温
二
二
度
・

微
風
の
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の

中
、高
校
招
待
レ
ー
ス
、教
職
員
レ
ー

ス
、
Ｏ
Ｂ
レ
ー
ス
、
現
役
対
校
戦
と

し
て
合
計
一
三
レ
ー
ス
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年

は
中
央
大
学
が
大
会
運
営
の
当
番
校

と
の
こ
と
で
、
酒
井
総
長
・
学
長
も

主
催
者
ト
ッ
プ
と
し
て
開
会
式
か
ら

表
彰
式
ま
で
臨
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
グ
リ
ー
ン
レ
ガ
ッ

タ
に
白
門
四
八
会
か
ら
三
名
が
選
手

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
一
名
は

ボ
ー
ト
部
Ｏ
Ｂ
の
高
子
さ
ん
。
Ｏ
Ｂ

戦
の
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
（
平
均
年
齢

七
十
歳
以
上
）
エ
イ
ト
三
〇
〇
ｍ
に

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
あ

と
二
名
は
山
口
会
長
と
長
谷
川
が
教

職
員
レ
ー
ス
の
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア

三
〇
〇
ｍ
に
Ｃ
Ｐ
Ｒ
Ｃ
（
中
大
父
母

連
絡
有
志
艇
友
会
）
の
メ
ン
バ
ー
と

共
に
参
加
し
ま
し
た
。
四
八
会
か
ら

三
名
が
参
戦
す
る
と
あ
っ
て
、
榎
本

副
会
長
と
佐
藤
幹
事
長
も
応
援
に
駆

け
付
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
グ
リ
ー
ン
レ
ガ
ッ
タ
で
は
、

教
職
員
レ
ー
ス
、
Ｏ
Ｂ
レ
ー
ス
、
現

役
に
よ
る
各
対
校
レ
ー
ス
に
中
央
大

が
全
て
勝
利
し
、
男
子
、
女
子
、
男

女
の
各
総
合
優
勝
も
中
央
大
が
独
占
。

大
会
史
上
初
の
全
種
目
完
全
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
酒
井
総
長
学
長
か

ら
各
レ
ー
ス
の
勝
者
に
賞
状
と
カ
ッ

プ
が
手
渡
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
い

ず
れ
も
中
大
関
係
者
が
独
占
す
る

こ
と
と
な
り
、『
大
変
プ
ラ
ウ
ド
で

あ
っ
た
』
と
は
総
会
で
お
会
い
し
た

時
の
酒
井
学
長
の
弁
で
し
た
。

ベ
ト
ナ
ムハロ
ン
湾
と
ハ
ノ
イ

副
幹
事
長

　小

林

　
裕
ゆ
た
か

（
文
・
江
戸
川
区
在
住
）

　

昭
和
20
年
３
月
、
日
本
軍
は
ベ
ト

ナ
ム
で
勝
利
し
、
仏
軍
か
ら
ベ
ト
ナ

ム
を
解
放
し
た
。８
月
に
日
本
が
降

伏
し
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
が
９
月
に
独
立

を
宣
言
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
に
残
留
し
、

ベ
ト
ミ
ン
と
共
に
戦
っ
た
旧
日
本
軍

人
も
多
か
っ
た
。
短
期
滞
在
の
ビ
ザ

は
不
要
だ
。

　

５
月
13
日
８
時
55
分
羽
田
発
全
日

空
８
５
７
便
で
出
発
。
ハ
ノ
イ
12
時

15
分
着
。５
千
円
を
両
替
。
コ
イ
ン

は
ほ
と
ん
ど
流
通
し
て
い
な
い
。
通

貨
は
ド
ン
で
、
イ
ン
フ
レ
の
た
め
何

十
万
ド
ン
と
い
う
単
位
。
現
地
ガ
イ

ド
が
降
り
立
っ
た
空
港
も
日
本
か
ら

の
援
助
に
よ
る
も
の
だ
と
礼
を
述
べ

た
。
不
思
議
な
こ
と
に
、
５
月
の
ベ

教職員レースクルー

【別表２】

2016年度 白門48会役員
会 長 山口　隆司（理工学部）
副 会 長 菊田　和行（法学部）会員増強担当

佐山　洋一（経済学部）地方支部・同好会担当
井沢　和夫（商学部）駅伝・渉外担当
島崎　　修（理工学部）広報・ホームページ担当
榎本　真一（文学部）会長代行・広報担当

幹 事 長 佐藤　愛子（文学部）
副幹事長 三森　孝悦（理工学部）事業部会担当

長谷川孝雄（理工学部）事業部会事務局担当
水野　勝敏（商学部）会計部会担当
江川　修司（商学部）会計部会担当
小林　　裕（文学部）広報部会担当
細谷　教雄（理工学部）広報部会ホームページ担当

常任幹事 小田　眞一（商学部）学員会担当
佐藤　　豊（経済学部）会員増強担当
森田　秀樹（法学部）事務局担当
藤野美知子（文学部）事務局担当

地方支部 黒羽　一記（文学部）関西支部部会長
三澤　壯義（商学部）東北支部部会長
橋本　　博（経済学部）九州支部部会長

会計監査 藤野美知子（文学部）
国領　義男（経済学部）

【別表１】

2015年度　白門48会決算
活

動

報

告
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ト
ナ
ム
は
雨
期
で
当
日
も
雨
の
は
ず

が
、
雲
一
つ
な
い
晴
天
だ
っ
た
。
ま

ず
、
現
地
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
見
学

し
、
ホ
テ
ル
に
入
る
。
シ
ャ
ワ
ー
の

切
替
ス
イ
ッ
チ
が
作
動
し
な
い
た

め
、
ボ
ー
イ
を
呼
び
修
理
し
て
も
ら

う
。
多
少
の
英
語
は
通
じ
る
。
チ
ッ

プ
代
わ
り
に
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
や
る

と
、
翌
日
、
彼
の
愛
想
は
さ
ら
に
良

く
な
っ
た
。
日
本
人
は
尊
敬
さ
れ
て

い
る
よ
う
だ
。
夜
、
繁
華
街
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
ビ
ー
ル
を
飲
む
。
ハ
イ
ネ

ケ
ン
の
よ
う
に
軽
め
の
味
だ
。５
月

14
日
、
ホ
テ
ル
で
朝
食
後
、
陶
器
で

有
名
な
バ
ッ
チ
ャ
ン
村
に
立
ち
寄

り
、
ハ
ス
の
花
の
絵
柄
の
蓮
華
を
買

う
。
ベ
ト
ナ
ム
人
は
神
仏
を
大
事
に

し
、
風
水
も
盛
ん
だ
そ
う
だ
。
日
本

の
円
が
通
用
し
、
千
円
札
が
喜
ば
れ

た
。
バ
ス
で
、
世
界
遺
産
ハ
ロ
ン
湾

に
移
動
し
、
ハ
ロ
ン
湾
の
ク
ル
ー
ズ

に
参
加
。
湾
の
周
囲
は
ま
る
で
山
水

画
の
よ
う
な
切
立
っ
た
山
々
に
囲
ま

れ
て
い
る
。
途
中
、
鍾
乳
洞
の
見
学

を
し
た
。
甲
板
で
山
々
を
背
景
に
写

真
撮
影
し
、
船
内
で
シ
ー
フ
ー
ド
ラ

ン
チ
を
食
べ
る
。
夜
、
ナ
イ
ト
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
行
く
。５
月
15
日
、
ハ
ノ

イ
市
内
の
観
光
―
タ
ン
ロ
ン
遺
跡
、

ホ
ア
ン
キ
エ
ム
湖
、
一
柱
寺
、
ハ
ノ

イ
大
教
会
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
廟
等
を
見

学
。
帰
途
、
刺
繍
工
場
で
、
土
産
の

ベ
ト
ナ
ム
の
風
景
画
の
刺
繍
を
10
枚

程
買
っ
た
。
有
名
な
ジ
ャ
コ
ウ
ネ
コ

の
コ
ー
ヒ
ー
も
買
っ
た
。
全
て
日
本

円
で
買
う
こ
と
が
で
き
た
。
入
口
で
、

ア
オ
ザ
イ
の
お
姉
さ
ん
に
一
緒
に
写

真
を
撮
っ
て
も
ら
う
。
夜
、
名
物
の

水
上
劇
を
鑑
賞
し
た
。５
月
16
日
無

事
帰
国
。

ぶ
ら
り
散
策
の
会
始
末
記

山
（
理
工
・
板
橋
区
在
住
）

口

隆

司

　

第
四
回
を
迎
え
た
恒
例
の
「
ぶ
ら

り
散
策
の
会
」
は
七
月
九
日
（
土
）

一
〇
時
半
、
四
六
会
矢
口
一
氏
の
特

別
参
加
含
め
十
五
名
が
横
須
賀
の
京

急
汐
入
駅
に
集
結
し
ま
し
た
。
当
日

は
あ
い
に
く
の
雨
、
し
か
し
そ
ん
な

こ
と
で
く
じ
け
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

目
指
す
は
三
森
さ
ん
案
内
で
の
〝
軍

港
巡
り
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
〞、〝
ど
ぶ
板

通
り
散
策
〞、〝
三
笠
見
学
〞で
す
。

　

軍
港
巡
り
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
は
海
上

自
衛
隊
と
米
海
軍
の
艦
船
を
海
上
か

ら
見
る
船
旅
で
、
若
い
女
性
ガ
イ
ド

（
こ
れ
が
ま
た
か
な
り
の
博
識
！
）

で
イ
ー
ジ
ス
艦
や
護
衛
艦
、
潜
水
艦

な
ど
を
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

原
子
力
空
母
の
ロ
ナ
ル
ド
レ
ー
ガ
ン

は
不
在
だ
っ
た
の
が
残
念
で
し
た
が
、

大
満
足
の
四
十
五
分
間
で
し
た
。

　

下
船
後
は
ど
ぶ
板
通
り
散
策
で
す
。

地
元
の
菊
田
さ
ん
の
説
明
で
は
か
つ

て
通
り
の
中
央
に
流
れ
て
い
た
ど
ぶ

川
に
蓋
を
し
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
前

に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
米
軍
や
海
上

自
衛
隊
向
け
の
商
店
街
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
い
ま
だ
に
そ
の
名

残
を
残
し
て
お
り
、
ス
カ
ジ
ャ
ン
や

ミ
リ
タ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
等
独
特
の
雰

囲
気
の
中
を
散
策
し
ま
し
た
。

　

名
物
海
軍
カ
レ
ー
の
昼
食
後
は
三

笠
公
園
内
の
記
念
艦
「
三
笠
」
見
学

で
す
。
料
金
は
シ
ニ
ア
料
金
で
五
百

円
、
六
十
五
歳
を
過
ぎ
る
と
身
分
証

明
書
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
日
露
戦
争

で
活
躍
し
た
旗
艦
の
艦
内
を
見
学
し
、

東
郷
平
八
郎
元
帥
と
同
じ
艦
橋
に
立

ち
、
そ
の
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
「
坂

の
上
の
雲
」
を
思
い
出
し
て
い
ま
し

た
。

　

締
め
は
当
然
反
省
会
、
横
須
賀
市

内
の
Ｂ
級
酒
場
と
い
っ
た
趣
き
の
居

酒
屋
で
明
る
い
う
ち
か
ら
十
五
名
が

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
二
次

会
終
了
後
、
私
と
幹
事
長
は
四
六
会

総
会
後
の
二
次
会
に
参
加
す
る
た
め

に
上
野
に
向
か
い
ま
し
た
。
こ
の
日

も
オ
ー
バ
ー
ド
リ
ン
ク
と
な
り
、
反

省
で
し
た
！

三（
文
・
成
田
市
在
住
）

橋

隆

咲
き
止
め
ぬ
氷ひ
さ
め雨

に
折
れ
し
水
仙
や

早
桜

　一
輪
香
る

　鉢
の
上

山
肌
を

　桜
染
め
た
り

　薄
紅
に

風
鈴
や

　散
水
と
も
に

　庭
清
め

噴
水
の

　舞
に
濡
れ
し
や

　炎
天
下

雪
降
る
や
凍し
ば

れ
る
郷さ

里と

の
津
軽
か
な

上（
文
・
佐
久
市
在
住
）

原

秋

雄

読
売
新
聞　

よ
み
う
り
文
芸

（
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
九
日
長
野
版
）

《
入
選
》

山
影
は
墨
絵
の
如ご
と

く
朧
お
ぼ
ろ

か
な

横須賀散策に参加した皆さん

アオザイの女性と

10月15日（土）
 箱根駅伝予選会応援
 （８時～　立川昭和記念公園）
10月23日（日）
 •ホームカミングデー
 （10時～　中央大学多摩校舎）
 •カレー販売（11時～13時）
 •懇親会
 （16時50分～　高幡不動やる

き茶屋）
11月14日（月）
 第120回幹事会
12月下旬 グルメ同好会ふぐを食する

忘年会（桜木町）
１月２～３日 箱根駅伝応援（予選会結

果次第）
１月下旬 第121回幹事会＆新年会
２月下旬 ラグビー部選手激励交流会
３月下旬 花見会

　白門48会は本年創立18年目を迎え、
年間を通して全会員を対象にした同好会
活動や懇親会活動を柱に、活発な活動を
展開しております。その活動助成やご案
内、会報の発行、ホームページの更新な
ど会の財政運営は会員の皆様の会費に
よってまかなわれています。
　ついては会費の納入方法を、この度の
総会で変更いたしました。すなわち会則
の一部を改正し、一括前納制度を改め、
逐年ごとに年会費を納入いただくよう承
認をいただきました。前納分が終了した
方から順次ご案内をいたしますので、各
年度の会費として入金していただくよう
お願い申し上げます。（3000円／年）
　厳しい経済情勢のおり、まことに恐縮
ですが、ご賢察のうえ格段のご配慮をい
ただきたく、よろしくお願い申し上げま
す。

幹事長 佐藤愛子
〒192－0351
東京都八王子市東中野228－1101
TEL&FAX：042－679－3329
携帯電話：090－4098－7479
Eメール：ai-mimo.310.dm@amber.plala.or.jp

白門48会
連絡先

●今後の予定●

俳

句

投

稿

会費
納入のお願い
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白
門
四
八
会
副
幹
事
長

長
谷
川

　孝

　雄

理
工
学
部
工
業
化
学
科

社
会
保
険
労
務
士
法
人
サ
ト
ー
代
表
社
員

佐

藤

克

則

経
済
学
部
国
際
経
済
学
科

白
門
四
八
会
会
計
監
査

国

領

義

男

経
済
学
部
国
際
経
済
学
科

白
門
四
八
会
副
会
長

井

沢

和

夫

商
学
部
経
営
学
科

中
小
企
業
診
断
士
・
福
田
利
夫
事
務
所

福

田

利

夫

法
学
部
法
律
学
科

白
門
四
八
会
常
任
幹
事

佐

藤

　

豊

経
済
学
部
産
業
経
済
学
科

白
門
四
八
会
幹
事

小

林

秀

男

文
学
部
哲
学
科

白
門
四
八
会
副
幹
事
長

江

川

修

司

商
学
部
商
業
貿
易
学
科

白
門
四
八
会
常
任
幹
事
・
会
計
監
査

藤

　野

　美
知
子

文
学
部
哲
学
科

白
門
四
八
会
副
会
長

佐

山

洋

一

経
済
学
部
国
際
経
済
学
科

白
門
四
八
会
副
幹
事
長

小

林

　

裕

文
学
部
文
学
科

白
門
四
八
会
副
会
長

榎

本

真

一

文
学
部
哲
学
科

白
門
四
八
会
副
幹
事
長

水

野

勝

敏

商
学
部
商
業
貿
易
学
科

白
門
四
八
会
副
会
長

島

崎

　

修

理
工
学
部
電
気
工
学
科

中
央
大
学
総
長
・
学
長

酒

　井

　正
三
郎

商
学
部
商
業
貿
易
学
科

白
門
四
八
会
幹
事

太

田

哲

次

法
学
部
法
律
学
科

白
門
四
八
会
副
幹
事
長

三

森

孝

悦

理
工
学
部
管
理
工
学
科

㈲
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

東
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

海
林

　
　
正

法
学
部
法
律
学
科

白
門
四
八
会
幹
事

坂

本

賢

一

経
済
学
部
国
際
経
済
学
科

学
員
会
年
次
支
部
協
議
会
大
学
支
援
委
員
長

小

田

眞

一

商
学
部
会
計
学
科

白
門
四
八
会
会
長

山

口

隆

司

理
工
学
部
管
理
工
学
科

白
門
四
八
会
幹
事

高

子

明

夫

経
済
学
部
経
済
学
科

白
門
四
八
会
幹
事

左

居

康

雄

法
学
部
政
治
学
科

白
門
四
八
会
幹
事

金

子

健

治

法
学
部
法
律
学
科

白
門
四
八
会
幹
事（
関
西
）

横

田

利

久

商
学
部
商
業
貿
易
学
科

㈱
ニ
イ
ク
ラ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

新

倉

利

明

経
済
学
部
産
業
経
済
学
科

白
門
四
八
会
幹
事
長

佐

藤

愛

子

文
学
部
文
学
科

白
門
四
八
会
副
会
長

菊

田

和

行

法
学
部
政
治
学
科

（50音順）

第18回総会おめでとうございます
【協賛広告】
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